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1. はじめに 

近年，技術提案を含め各対策がとられて，覆工コンクリートの品質は大きく向上している．覆工コンクリートの

初期の表面品質が，今後の劣化の進行に影響することもあり，表面品質の評価は美観性だけでなく，耐久性の予測

にも必要である．見栄え（美観性）から表面品質を評価することについては，各技術者がその重要性を認識してい

る．そこで覆工コンクリートの美観性について，それぞれの技術者の意識調査を理論的に分析することが不可欠と

考えられる．その上で，見栄えの良いコンクリートの評価基準の方向性を示し，それぞれの問題点に対する解決方

法を検討する必要がある．その第一段階として，本研究では，トンネル覆工コンクリートにおける美観性の重みに

ついて，トンネル技術者の意識に関するアンケート調査をしたので，ここに報告する． 

 

2. 美観性の重みアンケートと聞き取り調査 

今回は，トンネルが健全にできている前提で，覆工コンクリートの美観性についてアンケート調査を実施した．

トンネルに関わる立場（職種）が異なった方々の意見を得るために，発注者，施工者，コンサルタント，セントル

メーカー，その他をアンケート被験者とした．その他有効

回答数は，発注者が 4 名，施工者が 61 名，コンサルタン

トが 10 名，セントルメーカーが 16 名，その他が 9 名の計

100 名である． 

ここで，人間の感性に依存した“美観性”という定性的

なものは，評価者によって良し悪しの判断が異なることか

ら，定量的に評価するのは非常に難しいと考えられる．本

研究では，「美観性」が占める重みについてアンケートを

階層化意思決定法（Analytic Hierarchy Process：以下 AHP

と略記）を用いて調査した．評価項目は，トンネルに要求

される性能の a 経済性，b 施工性，c 美観性，d 耐久性の 4

項目である． 

さらに，この意識調査に加えて，トンネル技術者 40 名

を対象として，美観性と耐久性に影響を及ぼすと思われる

7 項目（1.アバタ，2.打設縞，3.打継目，4.窓枠目地，5.打

設のヒゲ，6.水走り，7.表面剥離）について，図-1に示す

評価シートを用いて優・良・可の 3 段階評価を行った．各

事項の中で重要視されている割合を求めるとともに，各事

項に対し実施工において発生個所や改善方法等もアンケ

ート・聞き取り調査を行った． 
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図-1 評価シート 
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3. 結果と考察 

図-2 は，100 名のアンケートから得られ

た重み（割合）の単純平均を表している．

また図-3 には職種の差異を比較するため

に各項目の重みについて整理している． 

図-2に示すように，全体としての各評価

項目における重み付けは，d 耐久性＞c 美観

性＞b 施工性＞a 経済性の順となった．この

結果によると，各評価項目における重み付

けは，d 耐久性が全体の約 40%を占めてお

り，その他の 3 項目はそれぞれ 20%程度の

割合である．さらに，図-3 に示すように，

すべての職種が耐久性を最も重要視してい

る．職種が異なってもほぼ同様の結果が得

られたことから，美観性の重要度は耐久性

の重要度の 1/2 倍であるが，経済性と施工

性と同様の重要度と認識されていることが

わかった． 

図-4 に示す聞き取りアンケート調査に

よると，アバタは SL より下方に多く発生

していることがわかる．また，打設縞は天

端に 50%発生していることがわかる．打設

目地の評価では，ノロ付着が 80%以上を占

めている．窓枠目地においては，SL 付近で

低い評価を示した．また，打設のヒゲ，水

走り，表面剥離の発生はあまり見られない

とのアンケート結果であった． 

聞き取りアンケートで寄せられた意見に，

見栄えとしての評価項目にアバタは不可欠

であるため，アバタの大きさや数量など定

量的な評価基準を設けるべきとの指摘が多

く寄せられた．打設縞，打設のヒゲに関し

ては型枠表面と剥離剤とコンクリートの相

性で出るものとの意見が多くみられた． 

 

4. まとめ 

本研究では，覆工コンクリートの美観性(見栄え)についてトンネル技術者の意識調査を行い，以下の結論を得た． 

(1) 美観性に対する重みは，業種にかかわらず全体の 20％を占め，経済性・施工性と同程度の重みとして認識され

ることがわかった． 

(2) トンネル覆工コンクリートの美観性に及ぼす各種劣化要因について，聞き取りアンケート調査等を通じて，そ

の発生状況を把握するとともに，美観性の評価方法の課題が判明した． 
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図-2 美観性の重み割合（全体）図-3 美観性の重み割合（職種別） 
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図-4 各種劣化の発生状況 
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